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新
年
度
に
入
り
、
慌
た
だ
し
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。
人
や
仕
事
が
変
わ
る

こ
の
時
期
は
、
な
ぜ
だ
か
ソ
ワ
ソ
ワ
し

た
気
分
に
な
り
ま
す
ね
。
我
が
家
で
は
、

今
月
か
ら
娘
が
幼
稚
園
に
入
園
し
ま
し

た
。
家
庭
と
は
違
う
新
し
い
世
界
の
中

で
成
長
し
て
い
く
姿
や
こ
れ
ま
で
と
は

違
っ
た
表
情
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
の

か
な
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
Ｗ
）
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先
日
、
２
歳
の
娘
に
絵
本
「
鶴
の
恩

返
し
」
を
読
み
聞
か
せ
て
い
た
時
の
話

で
す
。「
鶴
が
恩
返
し
の
た
め
に
織
っ

た
反
物
を
、
若
者
が
町
に
売
り
に
行
き
、

ご
ち
そ
う
を
た
く
さ
ん
買
っ
て
帰
り
ま

し
た
」
と
話
し
た
後
、
娘
が
「
ど
こ
で

買
っ
て
き
た
ん
？
百
均
で
？
」
と
聞
い

て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
は
親
の
背
中
を

見
て
育
つ
と
は
こ
の
こ
と
か
～
（
雨
）
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わ
た
し
の
手
元
に
は
、
取
材
な
ど
で

交
換
し
た
名
刺
が
約
５
０
０
枚
と
書

き
つ
づ
っ
た
ノ
ー
ト
が
８
冊
あ
り
ま
す
。

一
枚
一
枚
め
く
る
と
、
数
年
前
の
取
材

が
、
つ
い
最
近
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

約
５
年
間
、
皆
さ
ん
に
叱し
っ
た咤
激
励
を
頂

い
て
広
報
紙
を
作
成
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
号
で
お
別
れ
で
す
。
皆
さ
ん
本
当

に
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
修
）

今月の表紙
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大
正
末
期
〜
昭
和
初
期
の

津
山
男
子
尋
常
高
等
小
学
校

写
真
提
供
・
江
見
写
真
館

　
写
真
は
、
鶴
山
公
園（
お
城
山
）の
北
側
（
現
在
、
津
山
文
化

セ
ン
タ
ー
が
建
つ
場
所
）
に
あ
っ
た
津
山
男
子
尋
常
高
等
小
学

校
で
す
。
校
庭
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
、
着
物
や
学
生
服
を
着

て
い
る
こ
と
や
、
写
真
中
央
の
石
段
の
上
に
あ
る
桜
の
木
に
花

が
咲
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
春
ご

ろ
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
学
校
の
前
身
で
あ
る
津
山
高
等
小
学
校
は
、
旧
津
山

藩
士
た
ち
が
所
有
し
て
い
た
建
物
を
校
舎
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
36
年
（
１
９
０
３
）、
新
校
舎
が
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、

お
城
山
に
移
っ
て
き
ま
し
た
。
明
治
41
年
（
１
９
０
８
）、「
津

山
男
子
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
校
名
を
変
え
、
男
子
校
に
な
り

ま
す
。
そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
「
津
山
市
第
一
国

民
学
校
」
に
な
り
、
戦
後
は
、「
津
山
市
立
第
一
小
学
校
」
に

校
名
を
変
更
し
、
男
女
共
学
校
に
戻
り
ま
し
た
。

　

昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）、
山
北
に
あ
っ
た
苫
田
小
学
校

と
統
合
し
「
津
山
市
立
北
小
学
校
」
と
な
り
、
昭
和
39
年

（
１
９
６
４
）
に
は
山
北
に
移
転
し
て
、
約
60
年
に
渡
る
お
城

山
で
の
小
学
校
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
戦
時
中
、
津
山
市
第
一
国
民
学
校
に
通
っ
た
人
に
よ
る
と
、

校
庭
が
広
く
、
よ
く
野
球
な
ど
を
し
て
遊
び
、
冬
に
な
る
と
、

石
垣
脇
の
坂
道
で
竹
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
現
在
は
、
石
垣
と
石
垣
脇
の
坂
道
が
、
当
時
の
名
残
を
残
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
隅
神
社
（
上
之
町
）
に
は
、
昭
和
３
年

に
小
学
校
の
講
堂
が
移
築
さ
れ
、
昭
徳

館
（
市
重
要
文
化
財
）
と
し
て
、
今
に

面
影
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る
懐
か
し
い
津
山
の

　
　
　

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

問
津
山
郷
土
博
物
館

☎
22
‐
４
５
６
７

う
わ
〜
お
雛
様
キ
レ
イ
☆

　
津
山
城
下
町
雛
め
ぐ
り

２
月
28
日 

ソ
シ
オ
一
番
街

現在の津山男子尋常高等小学校跡
地（津山文化センター）


